
第４回契約監視委員会 議事概要 

 

 

１．日  程： 平成２４年６月５日（火） １3：5０～１5：１０ 

 

２．場  所： 海技教育機構本部付属棟会議室 

 

３．主要議題： 平成２３年度契約の点検・見直しについて 

 

４．出席者  

        契約監視委員会委員 

                       上  窪 良  和 （委員長） 

                     奥  村 恭  史 

                   日  潟 一  郎 

                   松 瀬 宇太郎 

       役 員 

       理  事     磯 崎 道 利 

       事務局  

       事務局長     小久保 佐恵喜 

       会計課長     西 村 壽 彦 

       会計課補佐    中 谷 充 宏 

       契約担当     河 合 智 裕  

    

    オブザーバー      保 田 忠 男 

  

 

５．議事進行経過 

事務局から平成２３年度における契約内容等について資料に基づく説明を行った。その

後、事務局からの説明等を踏まえた審議が行われ、最後に委員長及び各委員より講評がな

された。 

 

６．主な意見概要 

①競争性のない随意契約を継続しているものについて、随意契約事由が妥当であるか。 

・清水校の水道料が 2,081,401 円から 1,211,986 円に大幅に減少している理由は？ 

（回答）受益者負担として学生から光熱水道料を徴収しており、２３年度は宮古校の学

生が清水校に４～6 月の 3 ヶ月間滞在したため、宮古校学生分の増額があった事

も一因と思われる。 

②一者応札について 

・一者応札となった案件については 23 年度当初から予算を付けて、調達を予定してい



たものなのか？予定されていた案件であれば、公告期間を 1 ヶ月くらい設けても良か

ったのではないか？ 

（回答）予定されていた案件である。公告期間については検討の余地があったと思わ

れる。 

・契約監視員会として応札者数を増やし一者応札を少なくすることが価格を下げる有

効な手段として提案してきた。波方校の練習船「くるしま」については今治市が造船

所の多い地域なだけに一者応札というのはおかしいと思う。 

③前回に引き続き一者応札となったもの 

・会計システム運用支援業務については公告期間を延ばしたとの事だが、それでも新

たな応札者が現れず引き続きＮＴＴデータ・アイが落札したという事か？ 

（回答）そのとおり 

④競争性のない随意契約の点検（新規案件） 

・予定価格と契約金額が近く、落札率が１００％に近い案件が多い。 

・不落随契となった「海技丸」修繕工事について工事場所を船籍港から６０海里とい

う仕様にせず、範囲を広げて応札者を募ることはできないのか？ 

・完工時には内容を十分にチェックしているか？  

（回答）海技丸専属の職員がおり、中には授業を受け持っている者もいるため費用対

効果を考えて６０海里という設定にした。コンサルタントを使って完工時のチ

ェックはしている。また、コンサルタントの活用により工事費用も安くするこ

とができた。 

・造船所選定に当たっては、乗組員の自宅からの通勤を前提として６０海里以内とし

ているとのことだが、乗組員の現地滞在（船社では極めて当然のこと）を前提にすれ

ば、範囲を拡大できるため対象となる造船所が増加し、結果として経費削減が可能と

なることについて検討の必要がある。 

⑤一般競争入札等の点検（新規案件） 

・清水校及び波方校の給食業務委託について落札率が低いが、理由を掴んでいるか？ 

  （回答）予定価格については、積算しているが、応札価格については前回の契約金額

等が公表されていることもあり、業者が落札したいがために無理をして安くして

いる可能性がある。サービス内容については教員が検食を行っており問題はない。 

  ・調理業務だけの金額か？ 

  （回答）人件費に当たる部分の金額で、2 年間の契約である。材料費は生徒・学生から

別に徴収している 

  ・最低賃金の問題に抵触しないように注意する必要がある。 

・９ｍカッターの購入が 1 式と２式に分かれた理由は 

（回答）被災した東北地方のカッターの需要動向を踏まえ、必要最低限の数量として

まずは１式購入した。 

・新規案件については震災復興絡みの緊急のものであるが、応札者もあり価格も安いも

のもあった。建設工事では業者が忙しかったという事、カッター購入では業者が少な

いという事もあり契約金額が安くならなかったということは理解できる。 

 



７．講評 

 ○前回までの提案や提言を十分に心得てもらった上で契約にあたって貰っていると考え

る。1 回目と比べるとおおむね妥当な契約内容であった。 

○1 回目から問題点として挙げてきた各校の練習船の入渠工事については入札条件につ

いて改善の余地がある。 

○当初から予算を付けている案件ついては 1 者応札・不落随契とならないために今後検

討の余地がある。 

○海技丸については今後船齢も上がる事もあり、工事内容ついて検討の余地がある。 

○給食業務委託について、落札率が低いので市場価格をしっかりと掴む必要がある。 

 

 

以上 

  

   

  


